
施設見学会の様子（10頁参照） 「ふくいの土地改良」では、土地改良区が行う活動を掲載しています。
    皆さんからの情報を是非お寄せください。

平成28年11月発行

福井県土地改良事業団体連合会（水土里ネットふくい）
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「第39回全国土地改良大会  石川大会」に参加

全国土地改良事業団体連合会　二階会長挨拶

（農村振興局長表彰）会場での 西端理事長

（全土連会長表彰）会場での 中垣内 前理事長
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壇上の髙嶋隆一事務局長

　我が国は、美しい四季を持ち豊かな食文化を有する恵みの国であります。
　古より葦が生い茂り稲穂が豊かに実り栄えるそのさまは「豊葦原の瑞穂の国」と美称されてきました。

　縄文時代の後期に大陸から水田稲作技術が伝来し、先人達は農地を耕し、かんがい用水を導き、度重な
る自然災害を幾度となく克服し、今日の水田農業が確立されました。

　また、水田農業に欠かすことのできない疎水は、藩政時代の新田開発のために先達によって築造され、
今も全国に数多く現存しています。今日まで適切な保全管理がなされてきたことにより、これらの施設の内、
歴史的、技術的、社会的価値のある国内施設は世界かんがい遺産として認定されています。

　農は国の大本であります。私達は先人に学び、活力ある農村と持続可能な循環型社会を構築するため、
農業技術の研究開発と共に、ほ場整備やかんがい排水施設等を整備する上で大きな役割を担う、農業土木
技術の研鑚と技術者の育成に努めてきました。

　一方、日本の食料自給率は39％の現状にあり、先進諸国の中でも最も自給率の低い状況にあります。21
世紀中には、発展途上国の人口が大きく増加して世界人口が急増するとともに、地球温暖化による異常気
象が頻発し、砂漠化の拡大、ゲリラ豪雨の多発による洪水災害などにより、世界の食料の生産力の低下が懸
念されることから、食料確保が喫緊の課題です。

　しかし、日本の農村社会は過疎化、高齢化が進展し、農業者の離農により非農家が増え続け、耕作放棄地
の増大にも歯止めがかかりません。

　私達、水土里ネットは、国民に農業農村の大切さについて理解を深める啓発活動を継続し、農村地域の
豊富な資源である水、太陽光、バイオマス等の再生可能エネルギーの積極的な利活用等により自らが組織
強化を図るとともに、引き続き地域と資源を守り安全安心な農村社会を創ることが使命です。

　更に、農業農村の持続的な発展により、国土の保全、水源涵養などの多面的機能の発揮を促し、農村地域
の活性化を図らなければなりません。

　本日、ここに集う私達は、活力ある豊かな農業・農村を目指し、「水土里の明日を築く土地改良　今こそ未
来へつなぐ」を、ここ石川の地において高らかに宣言します。

【大会宣言】



－3－

［平成28年11月　第250号］
ふくいの土地改良

▲役員会風景

▲総会風景

「全国農業集落排水事業推進協議会
役員会・第２７回通常総会」に出席

▲会場風景

「土地改良施設の整備補修事例検討会」を開催
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参加者の長～い列

「水土里ウォークin鳴鹿」に行ってきました！

パイプライン事業のモニュメントに見入る参加者の方々

「ふるさとの田んぼと水」子ども絵画展2016　結果報告

審査風景

            賞              学校名・学年・氏名       作品名   応募団体

 入　    賞（明治賞） 　　  福井市酒生小学校　３年　杉本元志　ぼくの大好きなおばあちゃんのトマト　足羽川堰堤連合
 　　    　  　　  福井市六条小学校　１年　寺井明希　ぶどうの木   　　　 足羽川堰堤連合

   　　   福井市文殊小学校　５年　藤永剛史　パイプラインで田んぼに水を入れる人   足羽文殊改良区
　　水土里ネットふくい会長賞　小浜市立宮川小学校　５年　前野萌衣　たいこ　　　　　　　　　　　　　      福井県土連

　　足羽川堰堤土地改良区連合理事長賞　福井市酒生小学校　６年　古市啓修　    　　      足羽川堰堤連合    

　　足羽文殊土地改良区理事長賞　福井市文殊小学校　５年　達川力輝　初夏の夜　　　　　　　　　　　　　足羽文殊改良区

団
体
賞

ザリガニ、ヌマエビ、ギンブナ、クロメダカ
いろいろつかまえられる用水路

入　    選 
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平成29年度  農村振興局関係予算概算要求の重点事項

（１）農地中間管理機構による農地集積・集約化
　①農地の大区画化等の推進＜公共＞

1,210億円の内数
（913億円の内数）

(農業農村整備事業で実施)

147億円
（123億円）

　②農地耕作条件改善事業

インフォメーション

１　担い手への農地集積・集約化による構造改革の推進

1,210億円の内数
（　－　）

　①水田の畑地化・汎用化の推進＜公共＞ (農業農村整備事業で実施)

２　水田フル活用と経営所得安定対策の着実な実施

（１）農林水産基盤整備（競争力強化・国土強靭化）

3,555億円
（2,962億円）

　①農業農村整備事業＜公共＞

147億円
（123億円）

　②農地耕作条件改善事業（再掲）

1,280億円
（1,067億円）

　③農山漁村地域整備交付金＜公共＞

３　強い農林水産業のための基盤づくり

一般会計

　非公共事業 (C)

　公共事業
       農業農村整備事業 (A)
       農山漁村地域整備交付金 (B)
       海岸事業
       災害復旧事業等

　農村振興局予算総額

事　　　項 平成28年度
当初予算額

平成29年度
要求・要望額 対前年度比

1,215　

4,143　
2,962　
1,067　
33　
82　

5,358　

1,358　

4,956　
3,555　
1,280　
39　
82　

6,313　

111.8％

119.6％
120.0％
120.0％
120.0％
100.0％

117.8％

農業農村整備事業 (A)

農山漁村地域整備交付金
（農業農村整備分） (B)

農地耕作条件改善事業
（非公共） (C)

　　　　  計

平成28年度
当初予算額

平成29年度
要求・要望額 対前年度比

2,962　

735　
　

123　

3,820　

3,555　

882　
　

147　

4,584　

120.0％  

120.0%  
　

120.0%  

120.0%  

▲

▲

主要予算総括表（単位：億円）

H29年度  農業農村整備事業関係予算概算要求の概要
（単位：億円）

※　各事項の下段（　）内は、平成28年度当初予算額
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（１）日本型直接支払の実施

503億円
（483億円）

　①多面的機能支払交付金

2億円
（２億円）

　①特殊自然災害対策施設緊急整備事業

270億円
（263億円）

　②中山間地域等直接支払交付金

4億円
（2億円）

　③荒廃農地等利活用促進交付金

　①農山漁村資源を活用した地域活性化（「農泊」の推進）
150億円の内数
（80億円の内数）

(農山漁村振興交付金で実施)

150億円
（80億円）

　②農山漁村振興交付金

10億円
（8億円）

うち山村活性化支援交付金

（３）都市農業の機能発揮

3億円
（2億円）

　①都市農業機能発揮対策事業

（４）再生可能エネルギーの導入促進
　①農山漁村活性化再生可能エネルギー導入等促進対策

7億円
（6億円）

5億円
（5億円）

うち農村振興局分

（５）鳥獣被害防止対策の推進

110億円
（95億円）

　①鳥獣被害防止総合対策交付金

（２）インバウンドの推進と農山漁村の振興

４　人口減少社会における農山漁村の活性化

（２）農林水産関係施設整備

　①草地関連基盤整備＜公共＞
70億円
（48億円）

(農業農村整備事業で実施)
（３）畜産・酪農の競争力強化

福井県土地改良事業団体連合会  事業部 総務課　（電話：0776-23-7777）お問い合わせ先
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「新たな土地改良長期計画」の概要

インフォメーション

生産額の減少や
国際競争に直面する農業

⇒ 攻めの農業への転換が急務

・農業総産出額や食品産業の国内生産額の減少
・TPPによる新たな国際環境
・米の生産調整の見直し（H30年産米を目処）

⇒ 農村協働力が脆弱化し、共同活動を
　 営んできた集落の弱体化を招くおそれ

人口減少や農業構造の変化等
が進む農村
・人口減少・高齢化や混住化の進行
・大規模経営体と小規模農家への二極分化
・土地持ち非農家の増加

・「田園回帰」等新たなライフスタイルの模索

自然災害リスクの高まり

⇒ 強くしなやかな国民生活の実現に
　 向けた防災・減災に取り組む必要

・気候変動による農業生産への支障、農産物価格
　等への影響
・激甚化する豪雨や大規模地震発生リスクの高まり

⇒ 国内農業生産の脆弱化や災害の
　 発生などにより国民生活にも支障

社会資本ストックの減少と劣化
・他の社会資本ストックに比べ減少度合いが顕著
・排水不良な水田や耐震性を有しないため池等、
　現在の整備水準によると低質化したものも存在

事業の合意形成から整備・共同管理に至る
一連の流れが農村協働力を強化

人・もの（農地や水路）・自然を結び付けながら
経済活動の活発化等多様なストック効果を発揮

『地域の発意』
地域全体の将来像を見据えて
関係者の合意を形成

『共同で管理』
土地改良区・集落を中心として
農地や水路を共同で利用・管理

食料の
安定供給

多面的機能
の発揮

農村の多様性

農村の多様性・個性を的確に
発揮させる必要

○風土等の違い
　　　　（営農、地形、気象、景観等）

○時代とともに変化
　　　　（社会経済情勢、国民の価値観等）

基本戦略

創意工夫を活かした整備に配慮

②地域の特性に応じた柔軟できめ細かな整備
　の推進

①人の関わりや合意形成といった取組・発展の
　プロセスに着目し、先進的な事例の分析と
　レビュー

地域が考える手がかりを提供

目指すべき農村の姿

地域の関係者が具体的なイメージを
共有しながら建設的・戦略的に取り
組む必要

特定の姿を求めるものではなく、地域の特性や強み
を活かし、個性と活力のある豊かな農村を目指す必要

土地改良事業の特徴を最大限に活用

社会資本の新たな価値の創造社会資本の継承 農村協働力の深化

成果の着実な達成に向けた土地改良事業の重点的・効果的な実施

政策課題Ⅰ　豊かで競争力ある農業  ～産業政策～

政策目標１　産地収益力の向上

政策目標２　担い手の体質強化

○高収益作物への転換による所得の増加
○６次産業化等による雇用と所得の増加
○担い手の米の生産コストの大幅削減

政策課題Ⅱ　美しく活力ある農村  ～地域政策～

政策目標３　農村協働力と美しい農村の再生・創造

政策目標４　快適で豊かな資源循環型社会の構築

○地域資源の保全管理の質と持続性の向上
○生活基盤の再編等による保全管理の効率性の向上
○再生可能エネルギーの導入による維持管理費の軽減

相乗的に
効果を
発揮

政策課題Ⅲ　強くてしなやかな農業・農村  ～産業政策と地域政策の土台～

政策目標５　農業水利施設の
　　　　　　戦略的な保全管理と
　　　　　　機能強化（ハード）

政策目標６　災害に対する地域の
　　　　　　防災・減災力の強化
　　　　　　（ソフト）

○健全度評価に基づいた施設の保全管理の効率性の向上
○湛水被害等の災害防止と施設の耐震化
○地域資源や農村協働力等を活かした防災・減災力の強化

産業政策
を
下支え

地域政策
を
下支え

○被災した農地・農業用施設について
　平成30年度までに復旧完了
○福島の避難指示区域内の復旧対策

１．土地改良制度の検証・検討
２．関連施策や関連団体との連携強化
３．技術開発の促進と普及

４．人材の育成
５．入札契約の透明性・公平性・競争性の向上と品質確保の促進
６．国民の理解の促進
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http://www.maff.go.jp/j/nousin/sekkei/totikai/process.html

担い手不足
未整備農地

集落の
話し合い

基盤整備
設備投資

高収益作物
地域づくり

法人化
地域資源
保全

販路拡大
交流人口
の増加

きっかけ 将来に向けて多様な取組

誰がどのように？ どんな事業を活用？ どのような課題が？　どのように解決？
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福井県土地改良事業団体連合会  総務部 総務課　（電話：0776-23-7777）お問い合わせ先
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6

福井県土地改良事業団体連合会  事業部 土地改良課　（電話：0776-23-7775）お問い合わせ先

当組織は、小浜市の東端に位置し、旧宮川村としてまとまりがある、６集落から
構成される活動組織である。
平成９年から大区画圃場整備を実施し、農地利用集積を進め、４つの生産組
織を中心に営農を展開。平成19年度から農地・水・環境保全向上対策に取組
み、地域共同による水路等の維持管理や農村環境保全活動を行う体制を整備
し、生産組織の維持管理作業の負担軽減や地域ブランド化に取組んでいる。

担い手の負担軽減による構造改革の後押しを推進 ！ 宮川グリーンネットワーク（小浜市）

19,440 a

0 a

19,440 a

35.6 km

25.9 km

38.1 km

7 箇所

地域の営農状況
○地域内の農地は、大区画圃場整備の実施により、汎用化、担い手への農地利用集積が
図られ、４つの生産組織を中心に、直播栽培や大型機械での低コスト農業を進めてきた。
○しかし、農業者の高齢化等による水路・農道等の維持管理・獣害対策等の労力確保が
課題となったことから、今後の地域農業の在り方を検討し、平成19年度から農地・水・環境
保全向上対策（現在の多面的機能支払交付金）への取組みを開始。

福井県多面的機能発揮推進協議会では、福井県の素晴らしい農村景観や多面的機能支払による活動事例を収集
しています。皆さんからの情報提供をお願いします。
収集した事例等は、ホームページ等を活用し情報発信を予定しています。

取 組 内 容
○水路・農道等の維持管理を多面的機能支払交付金の共同活動で取組んだことにより、
地域の担い手である生産組織は、これらの作業時間が年間27時間/ha軽減。
　また、共同活動により獣害対策も強化され、生産組織は経営規模拡大が可能となり、中
間管理機構を活用して農地利用集積を進め、平成27年７月に４つの生産組織を合併し
「株式会社 若狭の恵」を設立。地域農業の安定化を図っている。

○活動組織では、景観形成活動として「ひまわりの栽培」を開始。
　生産組織は、水路・農道等の維持管理に係る作業負担が軽減されたことから、景観作物
のひまわりを緑肥として活用した、特別栽培米「ひまわり米」の生産にも取組んでいる。

【農地集積率】  平成18年 89ha （46％）⇒ 平成27年度　133ha （69％）
　　　　　　　　　　　　　　　　　   平成28年度　150ha （77％） 予定

取組の効果

○営農の効率化が図られたことからはじめた特別栽培米「ひまわり米」の生産は、普通米
より3,000円/60kgの付加価値が得られたことから、ひまわり関係のイベント来場者（2万
人程度）やインターネット・道の駅での直売等、販路を拡大。
○さらに、小学校・農家レストランとの契約販売、ふるさと納税の商品化等、トマト等の多
角的経営を展開している。

○水路の泥上げ・草刈り等の地域ぐるみの活動により、担い手である「株式会社若狭の
恵」は年間27時間/haの作業時間が軽減された。

【取組の効果 （試算）】 維持管理 （草刈・泥上げ等） の軽減
　27時間/ha×150ha＝4,050時間/年　　2万円/ha×150ha＝300万円/年
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　９月20日（火）、あわら市の芦原小学校４年生44名が、坂井北

部丘陵揚水機場の見学に訪れました。この施設見学会は、あわら

市と坂井市内の小学生を対象に、社会学習の一環として実施さ

れています。

　児童たちは、土地改良区職員から説明を受けながら、ポンプ

場、電気室、操作室、送水管を廻りました。あいにくの雨模様で外

の施設を間近で見ることは出来ませんでしたが、ポンプを作動さ

せて音の大きさを体感したり、77000ボルトを受電している特別

高圧の電気室をのぞいたり、充実した内容でした。

　質疑応答では、揚水機場周辺の地盤の強さや高圧の電気によ

る感電等についての鋭い内容の質問がありました。改良区職員

からの丁寧な回答に、児童らもよく理解できた様子でした。

【坂井北部土地改良区】
施設見学会を開催！

　10月17日（月）、春にサツマイモの苗を植え付けた、あわら市の

芦原こども園の園児34名がイモ掘りにやってきました。当日の朝

は激しい雨降りでしたが、開催時間が近づくにつれ天気は回復。

汗ばみながらのイモ掘りとなりました。

　目印として自分の名札を立てておいたサツマイモを引き抜く

と、その大きさにあちこちから歓声が上がっていました。今回は、

２畝分の収穫を体験してもらいました。収穫の後には、土地改良

区の皆さんが準備した焼き芋を頂きました。ほとんどの子どもが

おかわりをする盛況ぶり。昼ごはんは食べられるのか？と大人が

心配するほどでした。

　今回も、NPO法人「美しい田園21」や福井県立大学里山応援

サークル、北陸農政局、坂井農林総合事務所の方々が集まり、子

どもたちの指導等に協力されていました。耕作放棄地解消への

取組として、継続されているのも多くの関係者が賛同してこそだ

と感じました。

　どの子の顔もとても楽しそうで、子どもたちにとって土や命、実

りについて体感する貴重な時間となったようです。

子どもたちと農業体験！　～イモ掘り編～

福井県土地改良事業団体連合会  総務部 企画開発課　（電話：0776-23-7777）お問い合わせ先



１１月 ２５日（金） 北陸農政局　要請活動    総務課
   （主催：北陸四県土地改良事業団体連合会協議会）

　　　  ２８日（月） 農業農村整備の集い    総務課
   （会場：シェーンバッハ・サボー）

　　　  ２９日（火） 中央要請活動     総務課
   （主催：北陸四県土地改良事業団体連合会協議会）

１２月   　８日（木） 平成28年度　換地計画実務研修会  土地改良課
   （会場：福井県国際交流会館）

　１月 ２３日（月） 平成28年度  災害復旧技術向上のための講習 企画開発課
   （会場：福井県庁　正庁）

※本誌の発行日によって記載している行事が終了している場合や、記載がない行事が実施される場合、また
　詳細が未定のものは変更のある場合がありますがご了承下さい。

平成28年10月20日付けの日本政策金融公庫 農林水産事業の農業基盤整備資金貸付利率についてお知らせします。
問い合わせ先：(株)日本政策金融公庫福井支店  TEL:0776-33-2385   HP: http://www.jfc.go.jp/a/

〒910-0014 福井県福井市幾久町８番17号 (FAX) 0776-24-1400   http://www.midorinet-fukui.jp

 総務課、企画開発課  (TEL) 0776-23-7777　　soumu@midorinet-fukui.jp
 土地改良課   (TEL) 0776-23-7775　　jigyo4f@midorinet-fukui.jp
  （管理・情報担当、水土保全･基幹水利･多面的機能支払交付金担当、地籍・換地担当、水土総合強化センター）
 計画設計課　　　　　　　　　　  
 環境計画課
  （農村環境分析センター）   (TEL) 0776-23-8560  
 嶺南事務所　 〒919-1556 福井県三方上中郡若狭町玉置11-58  (TEL/FAX) 0770-57-2727

発行所　福井県土地改良事業団体連合会　　編集兼発行責任者　坪田洋次

水土里ネットふくい（福井県土地改良事業団体連合会）の連絡先

農業基盤整備資金利率のお知らせ
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(TEL) 0776-23-7776　　jigyo3f@midorinet-fukui.jp｝


